
＜トピックス1＞ 

約7割が地震がきたら逃げると回答… 

しかし、逃げる場所を知らない人が90%以上の結果に！ 

 

 「もしこの場所で津波が来たら？」という質問をしたところ、72.8％の人が「逃げる」「避難する」

と回答。『そんなの当たり前じゃん？』とスイスイ回答する人も多い中、「ここから一番近い津波避難

ビル（※1）がどこかわかりますか？」と尋ねると状況は一変。「知らない」「わからない」という回答

が90%を超え、綺麗なビーチの周りを見回し頭を抱える人が続出しました。 

 

（※1津波避難ビル…津波が押し寄せたとき、地域住民が一時的に避難するための緊急避難場所として市町村によっ

て指定されたビル（建物）のこと） 

 



＜トピックス2＞ 

そもそも、「津波避難ビル」の存在を知らない人が約75%もいる事実。 

 

 津波のおそれがあるとき、より早くより高い場所へ逃げるべく、一時的な避難場所として設けられて

いる「津波避難ビル」。全国の沿岸部でその整備が進められていますが、今回の調査ではそもそもその

存在を知らないという人が74.5%と全体の7割を超える結果になりました。 

 観光客のみならず、県内から遊びに来ていると回答した人の7割も「知らない」と回答。そもそも津

波がくるといった状況を想像したこともなかったという人も。 

 

 



＜トピックス3＞ 

ビーチには、波と津波の違いがわからない人も60%以上いるということが判明。 

 

海の表面だけが上がったり下がったりする普通の波(波浪)と、海面全体が動く津波。サーファーが喜ん

でいいビッグウェーブと津波は全く違う代物です。それなのにもかかわらず、その違いについて知らな

い人は全体の67%にも。中でもサーフィンなどのマリンスポーツに詳しくない観光客の方が波に対する

理解は薄い様子でした。一方、即答で「わかります」と答える強者も存在し、残念ながら「わかる」と

答えた上で間違った説明をした知ったかぶりさんもチラホラ見える結果となりました。 

 

 

それでも、津波はやってくる。 

 

今回調査を実施した宮崎県沿岸部では、南海トラフ巨大地震発生の際には最短約18分で津波が到達する

という予想（※2）が発表されています。津波は地震発生の後にやってくる災害なので、いち早くその

情報を取得し、より早く、より正確に、より安全な場所へ避難を開始すれば助かる可能性はぐんと高ま

ります。 

より分かりやすく、シンプルで理解しやすい目印や広く周知させるための津波防災が必要です。 

 

（※2 宮崎市ホームページ/ http://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/fs/2905/52aaceec003.pdf） 


